
道路橋の維持・補修の留意点について

令和７年１１月１９日

（株）沢木組 安全技術部長 佐藤 金市
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特定非営利活動法人 秋田道路維持支援センター
令和７年度 第２回技術講習会

〔講習会の内容〕

１．東北地整の損傷傾向（下部工、床版、伸縮接手）

２．伸縮接手部の損傷、補修

３．RC床版の損傷、補修

４．その他

※「東北地方における道路橋の維持・補修の手引き（案）」ベース
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• 補修は水処理がもっとも重要

• 損傷には、凍結抑制剤が大きく関わっている

• 補修コンクリートは無収縮、接着剤を使用

• 舗装は橋の一部、適切な維持管理が重要

• 新設時の施工不良も損傷に大きく影響

• 補修技術は発展途上、情報収集が重要

• 点検は新技術、AIの活用で効率化

• 診断、設計は、現場環境を把握し原因の特定

• 設計は施工性を考慮
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【補修のポイント】

・伸縮継手部、排水部、床版などの箇所で損傷が多い
・東北地方特有の凍害や凍結抑制剤の影響を受け損傷している
・また、補修後の再劣化が確認されている
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１．東北地整の損傷の傾向

土工部からの水の侵入



【損傷の事例】
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6
CO床版補修箇所の再劣化伸縮接手コンクリート打継ぎの再劣化

箱桁内部の桁、排水管損傷の損傷
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図-2.冬期間の日平均気温と凍結防止剤散布量の分布

図-1. 散布量20t未満と20t以上の比較

凍結防止剤散布量の影響

※図-1. 東北地整(直轄）橋梁の健全度の比較

凍結防止剤散布は、橋全体の健全性に大きく影響。

出典：コンクリート工学年次論文集，Vol.33，No.1，2011
スケーリング劣化を考慮した新しい凍結融解試験法の検討
岩手大学 小山田哲也・羽原俊祐・高橋拓真・高橋俊介

塩化ナトリウム(Na-C)
塩化カルシウム(Ca-C)
酢酸ナトリウム(Na-A)
酢酸カルシウム(Ca-A)

コンクリートの凍結融解試験結果（スケーリング量の変化）※凍結防止剤の影響

図ー３ 凍結融解後の試験片

酢酸ナトリウム

塩化ナトリウム
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図-2 高炉セメントによるＡＳＲの抑制効果

図-1 橋梁点検におけるＡＳＲの発生状況
（東北地方におけるｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応対策に関する

参考資料（案）：東北地方整備局）

塩分環境下のASR
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２．伸縮接手部の損傷、補修
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・伸縮装置等からの水、凍結抑制剤の流出で、沓、桁、下部工を損傷
・原因は止水がない、雪の押し込み力等で止水機能喪失、地覆部等の未処理など
・また、新設時の後打ちコンクリート充填不良による場合も
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※新設橋の排水計画の手引き（案）

伸縮装置の構造例

導水パイプは
地面まで伸ばす

伸縮接手の再劣化
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・補修時のコンクリートの付着不良等により、漏水し損傷
・補修は膨張剤入りコンクリート、接着剤、全幅補修など行い、水が入らないようにする



簡易な止水構造例
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埋設ジョイント部の損傷、耐用年数
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NETIS 新技術情報提供システム KK-220006-A
ダブルディフェンスジョイント工法 HP

NETIS 新技術情報提供システム CB-170021-VE
伸縮装置及び床版防水の一体化工法
ARCHIST ONEPIECE-GEL SYSTEM工法 HP

埋設ジョイントの製品例（新技術NETIS）
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埋設ジョイントの維持補修例

３．RC床版の損傷、補修

・床版は、凍結の受けやすい環境であり損傷のリスクが高い
・損傷が起こった場合に一般車両の損傷のリスクがあり、特に留意が必要
・舗装は橋梁の一部であり、一般部より注意が必要
・舗装のひび割れは、床版に水、凍結抑制剤が浸入し損傷、注入、除草などの維持が重要
・損傷原因は、疲労、外力増加、凍害、施工不良等が複合
・補修箇所においては、水を除去できてない場合に再劣化が起きている
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【過積載の影響】 軸重が１．２倍の場合、約９倍のダメージ



劣化事例
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・50年前の鉄筋量は、B活荷重に比して、主鉄筋０．６６倍、配力筋０．２３倍と少ない
・また、床版厚は、最小厚１４ｃｍと薄く、橋軸直角方向にひび割れが発生しやすい
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ひび割れイメージ

床版設計曲げモーメント変遷
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・舗装のひび割れから輪荷重などで防水層が破損、水、凍結抑制剤が浸入し上面が劣化
・その後、土砂化して路面のひび割れ、土砂の噴出が起きる
・他にも鉄筋のさび、鉄筋に沿った水平クラックの発生も見受けられる
・また、舗装補修時の路面切削により、マイクロクラックが発生し土砂化を促進している場合も

床版の損傷例

① ②

③ ④
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・Aｓ舗装のカッター目地から水が浸入し
・損傷部のはつり不足、はつり箇所への衝撃（マイクロクラックの発生）
・補修コンクリートの付着不良及び新旧弾性の相違（すりみがき）
・補修箇所の薄さ、フェザーエッジ（補修コンクリートの破壊）
・ハツリ時に既設床版にマイクロクラックが発生

RC床版の再劣化の要因
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RC床版の補修のポイント

・損傷部の取壊し範囲は大き目にし、ハンドカッターを使用いフェザーエッジを作らない
・取り壊しはピック等で丁寧に行い、マイクロクラック発生しないようにする
・鉄筋がさびている場合は、防錆材を塗布する
・取壊し面はプライマーを塗布して、発生したマイクロクラックを充填する
・コンクリート接着剤塗布後、補修コンクリートを打設（無収縮＋繊維補強）し、塗膜防水する
・As舗装目地は注入し止水する
※取壊しにウォータジェットの使用する場合、水平クラックに水が入り込むので使用は慎重に
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・５０年以上の橋梁では、配力鉄筋不足等によりクラックが予想
・また、舗装補修時の切削により、マイクロクラック発生している可能性が高い
・そのまま、防水層を行うと付着不良により損傷の要因
・高浸透性プライマー（エポキシ樹脂）をクラックに充填し、表面を緻密化
※高浸透性プライマーの試験結果では、床版寿命を３倍に高める効果を確認
日本大学 輪荷重走行試験結果 15万回で貫通ひび割れ、塗布後に27万回走行できた

・防水は、床版に凹凸があるため塗膜系で防水

RC床版クラック処理、防水

メーカーHP

高浸透プライマー充填状況

高浸透プライマー施工状況
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・As舗装が１層の場合、床版に水が入りやすいので、止水、維持など注意が必要
・As舗装は２層にすることが望ましく、伸縮装置交換の際に考慮
・増厚することで、床版のたわみが少なくなり負荷の低減効果が確認
・As合材は、わだち掘れによる損傷リスクを回避するため、耐流動性の高い合材を使用

橋面舗装



As舗装増厚時のRC床版のたわみ

・舗装厚②50mmから③80mmへ増厚することにより、床版たわみが２３％低減（0.43mm→0.33mm）
・このことは、床版の負荷が２０ｔ車から１６ｔ車に低減されたことと同様
※測定方法は定格車両（20tに調整した車両）を定点に載荷

出典：舗装 2021年5月号
エポキシアスファルト舗装によるRC 床版の延命化
岩手大学 小山田哲也 岩手河川 佐藤金市

①密粒度As（現況） 50mm
②エポキシAs（置換） 50mm
③密粒度As改Ⅱ（増厚） 30mm

②
③

※As舗装温度；約25℃条件で計測

①

②

③
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止水箇所と構造



29

導水パイプ部の損傷（伸縮部）

視線誘導標部の水の侵入
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・補修後再劣化し噴出物が発生、まだ水が供給されている
・舗装の目地、又は歩道の間詰砕石からの可能性
・勾配調整コンクリートの可能性
・調査を実施し、原因を特定することが重要

床版補修後 6～7年程度
ポステンT桁橋 ３径間 １９８０年完成

舗装縦目地？

歩道間詰砕石？

勾配調整Co損傷？

例題：再劣化事例から考えられること

４．その他
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PC桁端部の定着方法の変遷

断面修復方法例
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